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大学院

― 法科大学院・公共政策大学院の概要―

特 集
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公
共
政
策
大
学
院
の

教
育
目
的

公
共
政
策
大
学
院
は
、
現
代
社
会
が
直
面
す

る
諸
課
題
を
適
切
に
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
対
す
る
対
応
策
を
構
築
・
評
価
し
て
、
国
民

に
対
し
て
こ
れ
ら
を
伝
達
し
、
合
意
を
形
成
し

て
い
く
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
能
力
は
、
具
体
的
に
は
、
課
題
発
見
、

解
決
案
の
提
示
、
政
策
形
成
能
力
、
国
際
的
視

野
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
五

つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
能
力

を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
高
い
倫
理

観
に
裏
打
ち
さ
れ
な
が
ら
発
揮
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
が
、
本
大
学
院
の
教
育
目
的

で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

指
針
と
教
育
の
特
色

こ
の
よ
う
な
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
以

下
の
四
つ
の
指
針
の
も
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
制
度
の
立
案
と
運
用
に
関
わ
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
法
学
、
制
度
を
動
か

し
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
わ
る
知
識
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
政
治
学
、
政
策
案
の
構
築
と

評
価
を
行
う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
身

に
つ
け
る
経
済
学
、
以
上
の
三
つ
の
デ
ィ
シ
プ

リ
ン
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
よ
う
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。
第
二
に
、
応
用
を
視
野
に
入
れ
た

具
体
的
な
事
例
を
扱
い
、
こ
れ
を
素
材
と
し
て

教
育
を
進
め
て
い
く
事
例
研
究
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
コ
ア
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
実

務
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
適
切
に
行
い
得

る
場
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
ごけ

にデ

∵
デ
め
、
厭
∵

厭
例

しわ麝架

耶

蚕
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1 9 T A N S E I政策分析は、決定者に対してどのよう
な政
策的な
選
択肢が
存在す
るのかを示し、その効果やコスト等
に関する情報を明ら
か

にす

るもの

で

す。この授

業

に

おいては、政府が

社会て克に

働きか

ける手

段にど

のようなものがあるのかを中心的な視点

どして進め

てゆきます。

まず、最初に絃在の

ガバナンスの変容

が政策手

段

の

選

択

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を

与えている

のか、その大き

な

動

き

について
論じ
ま
す。次に
、政策の様
〆な手
段
を評厭し、判断する
軸
どして
、どのよ
う
な
観点が
重薬どなるのかを議
論していきます。さらに、具体的な政策
の事例を挙げなが
ら
、( ? ¹ 規 制
、 補 助 金
、 直 接 供 給
等
ど
い っ た 政 府 の 用 い る 政 策 手 段 の 基 礎 的 な
レ パ ー ト リ
ー に ど
の
よ
う
な も の
が
あ
る
の か 、 ( O ¹

栗 〆 の 政 策 手

段

に

は 、 ど の

よ

う な
メ リ ッ ト ど デ ィ メ リ ッ ト が 存
在 す る
の か 、

( _ ¹ 栗 〆 の 政 策 手

段

が

有

効 に 機

能

す

る

条 件 は

ど

の ら う

な

も の で

あ

る の か 、 に つ い て 考 察

し

て い き

た い と

思 っ て い ま

す 。 学 生 ど 、 予 め 与 え

ら

れ す 事

例

を

学 習 し

、 議 論 に 積 極

的

に

参

加

す

る

こ

ど

が

求

め

ら

れ

て い ま す 。 こ の 授 業

を

通

じ

て 、 新 た

な

政

策 的 な 課 題

に

対

応

す

る

た

め

の

手

段

的

な

選

択 肢 に つ い て の 一 定

の

見

取

り 図 を

も つ ら う に な

り 、 具 体 的 な

手 段 を

組 み 合

わ せ て 解 決 策 を

新 た に 構 築

し て ゆ

く 能 力

を 身 に つ け る

こ と を 目 的

ど し て い ま

す 。

公 共 政 策

の

企 画 葎

案

に お い て 、 経 災

分
析 が
重
謡
な
役
割
を
果
た
す
こ
ど
ど 世 界
の 常 識 に な っ て お り 、 欧 米
諸
国 の 行
政
官
の 中 に
ど 、 経 災 学 の
高 度 な
訓 練 を 者 け
た 者 が 数
多 く 存 在 し
て い ま
す 。 ど こ ろ が
、 日 本 で
は 、 政 策 形 成 の 実
務 家 の
な か に 、 経

災 分

析

を 活 用

で

き

る

人 材 は

ほ

ど

ん

ど い な い ど い っ て ら い 状

況

で す 。 政 策

形

成 の 絃 場 で

経

災 学 の

分

析

ツ ー ル を

使 い こ な す 能 力 を 養 成

す る た

め に 、 公 共 政

策 大 学

院 で は 経

災

学

教

育

の

中

身

を

抜

本 的 に

見

直

し ま し た 。

経 災 学

分

野 の カ

リ キ ュ ラ ム は 、 ( 1 ) 経災
分析
及び統
計手法
に関す
る基礎
科
目（ミクロ経災
学
、マクロ
経災学
、計量経
災
学等）、 (2)個別政策分野に

関する科目群（社解保障政策、金融政策、財政政策等）、
(3)事例研究
、

および、

(4)これらの血節

点どなる「公

共

政

策

の

経

災

評

佳

」の四つの核

から構成さ

れます。

「公共政

策の経

災評佳

」では、政策代

替
案の評佳・
分析を
行
う様々な手法を
豊
富な適
用
例を用いな
が
ら教ぉ
ま
す。もちろん、これらの手法
はミク
ロ経災学、

マクロ経災学、計量基克憤ん く゚ 政

い様等政餅ん

の例琶例
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